
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】　寄生容量Ｃ１に対して画素容量Ｃｌｃを十分

大きくすることにより、縦クロストークを低減する。

【解決手段】　二端子素子型液晶装置において、カラー

フィルタ基板に複数の走査線が、素子基板に複数のデー

タ線及び画素電極などが形成され、両基板間に液晶が封

入されている。各画素電極とそれに接続されていない隣

接する各信号線との間には寄生容量Ｃ１が生じ、各画素

電極と対向する各信号電極との間には画素容量Ｃｌｃが

存在する。縦クロストークは、保持期間Ｔｈ中に、隣接

するデータ線との間の寄生容量Ｃ１に起因して印加され

る電圧Ｖｃにより、画素電極の電圧が変化することによ

り生じる。そこで、電圧Ｖｃの上限を、電圧－透過率特

性における印加電圧値Ｖ（T50）よりも小さくなるよう

に設定する。即ち、Ｖｌｃ＝｛Ｃ１／（Ｃｌｃ＋Ｃ１）

｝×Ｖｄ　＜　Ｖ（T50）とし、画素容量Ｃｌｃを寄生

容量Ｃ１に対して十分大きくなるようにする。

【選択図】　　図７
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 複 数 の 信 号 線 と 、 複 数 の 画 素 電 極 と 、 前 記 信 号 線 の 各 々 と 前 記 画 素 電 極 の 各 々 と に 接 続
さ れ た 複 数 の 二 端 子 素 子 と を 有 す る 第 １ 基 板 と 、 複 数 の 走 査 線 を 有 し 、 前 記 基 板 に 対 向 配
置 さ れ た 第 ２ 基 板 と を 備 え 、 前 記 第 １ 基 板 と 前 記 第 ２ 基 板 の 間 に 液 晶 が 封 入 さ れ て な る 液
晶 表 示 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 各 画 素 電 極 と 、 当 該 各 画 素 電 極 に 接 続 さ れ て い な い 隣 接 す る 信 号 線 の 間 に 生 じ る 各
寄 生 容 量 を Ｃ １ と し 、
　 前 記 各 画 素 電 極 と 、 対 向 す る 前 記 各 走 査 線 と に 挟 持 さ れ た 前 記 液 晶 の 各 画 素 容 量 を Ｃ ｌ
ｃ と し た と き 、
　 前 記 各 画 素 容 量 Ｃ ｌ ｃ は 、 前 記 液 晶 の 電 圧 － 透 過 率 特 性 に 基 づ い て 、 前 記 各 寄 生 容 量 Ｃ
１ に 対 し て 大 き な 値 に 設 定 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 信 号 線 の デ ー タ 振 幅 電 圧 を Ｖ ｄ と し 、
　 前 記 液 晶 の 電 圧 － 透 過 率 特 性 に お け る 透 過 率 ５ ０ ％ に 対 応 す る 電 圧 を Ｖ （ T50） と す る
と き 、
　 {Ｃ １ ／ （ Ｃ ｌ ｃ ＋ Ｃ １ ） }× Ｖ ｄ 　 ＜ 　 Ｖ （ T50） で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に
記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 電 子 機 器 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 各 種 情 報 の 表 示 に 用 い て 好 適 な 液 晶 表 示 装 置 お よ び 電 子 機 器 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 二 端 子 素 子 型 ア ク テ ィ ブ ・ マ ト リ ク ス 、 あ る い は Ｔ Ｆ Ｄ (Thin Film Diode)と 呼 ば れ る
液 晶 表 示 装 置 に お い て は 、 相 互 に 対 向 す る ２ 枚 の 基 板 の う ち 一 方 の 基 板 に 走 査 線 が 、 他 方
の 基 板 に 信 号 線 （ デ ー タ 線 ） 及 び 画 素 電 極 が 形 成 さ れ 、 両 基 板 間 に 液 晶 が 封 入 さ れ て い る
。 そ し て 、 画 素 電 極 が 形 成 さ れ た 基 板 に は 、 電 流 － 電 圧 特 性 が 非 線 形 な 素 子 が 設 け ら れ 、
そ の 素 子 は 画 素 電 極 及 び 信 号 線 に 夫 々 接 続 さ れ て い る 。 ま た 、 そ の よ う な 液 晶 表 示 装 置 に
お い て 、 画 素 電 極 は そ の 両 側 の 信 号 線 の 略 中 央 位 置 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し な が ら 、 そ の よ う な ア ク テ ィ ブ ・ マ ト リ ク ス 型 の 液 晶 表 示 装 置 で は 、 画 素 電 極 と
そ の 両 側 の 各 信 号 線 と の 間 隔 が 夫 々 狭 い た め 、 特 に 、 画 素 電 極 と そ れ に 接 続 さ れ て い な い
隣 接 す る 信 号 線 と の 間 に 生 じ る 寄 生 容 量 の 影 響 に よ り 、 い わ ゆ る 縦 ク ロ ス ト ー ク が 生 じ 、
表 示 品 位 が 低 下 し て し ま う と い う 問 題 が あ っ た 。 こ の 縦 ク ロ ス ト ー ク は 、 灰 色 な ど を 背 景
色 と し て 、 赤 、 青 、 緑 な ど の 単 色 、 或 い は 赤 、 青 、 緑 の 各 色 に 対 し て 補 色 の 関 係 に あ る 、
シ ア ン 、 マ ゼ ン タ 、 イ エ ロ ー な ど の 色 を 矩 形 状 に 表 示 し た と き に 矩 形 表 示 領 域 の 上 下 方 向
に 位 置 す る 領 域 が 、 本 来 表 示 さ れ る べ き 背 景 色 よ り 明 る く 表 示 さ れ て し ま い 、 か つ 、 微 妙
に 色 づ い て 表 示 さ れ て し ま う 現 象 を い う 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 な お 、 こ の 種 の 液 晶 表 示 装 置 と し て 、 例 え ば 、 画 素 電 極 と こ れ に 近 接 す る 走 査 線 や 信 号
線 と の 間 の 寄 生 容 量 を 低 減 し て 、 表 示 画 像 の 輝 度 む ら や ク ロ ス ト ー ク を 解 消 し 良 好 な 画 像
表 示 を 実 現 す る 液 晶 表 示 装 置 が 提 案 さ れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ を 参 照 ） 。 こ の 特 許
文 献 １ で は 、 画 素 電 極 の 周 縁 部 の 少 な く と も 一 部 に 重 な り 、 か つ 走 査 線 及 び 信 号 線 の う ち
少 な く と も 一 部 に 重 な る よ う に 配 設 し た 静 電 遮 蔽 性 を 有 す る シ ー ル ド 電 極 に よ り 、 寄 生 容
量 を 解 消 し て 、 輝 度 む ら や ク ロ ス ト ー ク の 発 生 を 避 け 高 品 位 な 画 像 表 示 を 実 現 す る よ う に
し て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
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【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ５ － ２ ０ ３ ９ ９ ４ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 者 は 、 上 記 の 問 題 点 を 解 消 す る た め に 、 種 々 の 考 察 及 び 実 験 を 行 っ た 。 そ の 結 果
、 縦 ク ロ ス ト ー ク が 、 液 晶 表 示 装 置 に お け る 画 素 容 量 Ｃ ｌ ｃ 、 及 び 画 素 電 極 と そ れ に 接 続
さ れ て い な い 信 号 線 と の 間 に 生 じ る 寄 生 容 量 Ｃ １ に 大 き く 左 右 さ れ る こ と を 知 見 し た 。 さ
ら に は 、 そ れ ら の 容 量 特 性 と Ｖ Ｔ 特 性 （ 電 圧 － 透 過 率 特 性 ） と の 関 連 が 縦 ク ロ ス ト ー ク に
大 き く 影 響 す る こ と を 知 見 し た 。 尚 、 画 素 容 量 Ｃ ｌ ｃ は １ 画 素 分 の 液 晶 容 量 を 意 味 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 の 知 見 に 基 づ い て な さ れ た も の で あ り 、 画 素 容 量 Ｃ ｌ ｃ 、 寄 生 容 量 Ｃ １
及 び Ｖ Ｔ 特 性 を 適 切 に 設 定 し て 、 そ の 設 定 を 満 足 す る よ う に 画 素 容 量 Ｃ ｌ ｃ を 寄 生 容 量 Ｃ
１ に 対 し て 十 分 大 き く す る こ と に よ り 、 上 記 の よ う な 縦 ク ロ ス ト ー ク を 低 減 す る こ と を 課
題 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の １ つ の 観 点 で は 、 液 晶 表 示 装 置 は 、 複 数 の 信 号 線 と 、 複 数 の 画 素 電 極 と 、 前 記
信 号 線 の 各 々 と 前 記 画 素 電 極 の 各 々 と に 接 続 さ れ た 複 数 の 二 端 子 素 子 と を 有 す る 第 １ 基 板
と 、 複 数 の 走 査 線 を 有 し 、 前 記 基 板 に 対 向 配 置 さ れ た 第 ２ 基 板 と を 備 え 、 前 記 第 １ 基 板 と
前 記 第 ２ 基 板 の 間 に 液 晶 が 封 入 さ れ て な り 、 前 記 各 画 素 電 極 と 、 当 該 各 画 素 電 極 に 接 続 さ
れ て い な い 隣 接 す る 信 号 線 の 間 に 生 じ る 各 寄 生 容 量 を Ｃ １ と し 、 前 記 各 画 素 電 極 と 、 対 向
す る 前 記 各 走 査 線 と に 挟 持 さ れ た 前 記 液 晶 の 各 画 素 容 量 を Ｃ ｌ ｃ と し た と き 、 前 記 各 画 素
容 量 Ｃ ｌ ｃ は 、 前 記 液 晶 の 電 圧 － 透 過 率 特 性 に 基 づ い て 、 前 記 各 寄 生 容 量 Ｃ １ に 対 し て 大
き な 値 に 設 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 上 記 の 液 晶 表 示 装 置 は 、 デ ー タ 信 号 を 供 給 す る 複 数 の 信 号 線 と 、 複 数 の 画 素 電 極 と が 、
例 え ば Ｔ Ｆ Ｄ 素 子 や Ｔ Ｆ Ｔ 素 子 な ど の ス イ ッ チ ン グ 素 子 に よ り 接 続 さ れ て 構 成 さ れ る 。 画
素 電 極 に 対 し て は 、 そ の 両 側 に 隣 接 し て ２ つ の 信 号 線 が 配 置 さ れ る 。 画 素 電 極 と 、 隣 接 す
る 信 号 線 と の 間 に は 寄 生 容 量 が 生 じ る が 、 隣 接 す る ２ つ の 信 号 線 の う ち 、 二 端 子 素 子 を 介
し て 画 素 電 極 と 接 続 さ れ て い な い 方 の 信 号 線 と の 間 の 寄 生 容 量 に よ り 、 画 素 電 極 の 電 位 が
変 化 し 、 い わ ゆ る 縦 ク ロ ス ト ー ク が 発 生 し て 画 質 が 低 下 す る 。 そ こ で 、 各 画 素 電 極 と 、 対
向 す る 各 走 査 線 と に 挟 持 さ れ た 液 晶 の 各 画 素 容 量 を Ｃ ｌ ｃ と し た と き 、 各 画 素 容 量 Ｃ ｌ ｃ
を 前 記 液 晶 の 電 圧 － 透 過 率 特 性 に 基 づ い て 、 前 記 各 寄 生 容 量 Ｃ １ に 対 し て 大 き な 値 に 設 定
す る 。 こ れ に よ り 、 画 素 容 量 に 対 す る 寄 生 容 量 の 割 合 を 小 さ く す る こ と が で き る の で 、 隣
接 す る デ ー タ 線 と の 寄 生 容 量 に よ り 画 素 電 極 に 印 加 さ れ る 電 圧 を 低 減 す る こ と が で き 、 縦
ク ロ ス ト ー ル を 低 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 上 記 の 液 晶 表 示 装 置 の 一 態 様 で は 、 前 記 信 号 線 の デ ー タ 振 幅 電 圧 を Ｖ ｄ と し 、 前 記 液 晶
の 電 圧 － 透 過 率 特 性 に お け る 透 過 率 ５ ０ ％ に 対 応 す る 電 圧 を Ｖ （ T50） と す る と き 、 {Ｃ １
／ （ Ｃ ｌ ｃ ＋ Ｃ １ ） }× Ｖ ｄ 　 ＜ 　 Ｖ （ T50） と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ の 態 様 に よ れ ば 、 電 圧 Ｖ ｌ ｃ の 上 限 が Ｖ （ T50） よ り も 小 さ く な る よ う に 設 定 さ れ る
の で 、 こ の 条 件 を 満 た す よ う に 、 各 画 素 容 量 Ｃ ｌ ｃ は 各 寄 生 容 量 Ｃ １ に 対 し て 大 き な 値 に
設 定 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 液 晶 層 の 透 過 率 を 適 正 に 維 持 で き 、 縦 ク ロ ス ト ー ク を 低 減 で き
る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 上 記 の 液 晶 表 示 装 置 を 備 え る 電 子 機 器 を 構 成 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 以 下 、 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 に つ い て 説 明 す る 。 尚 、 以 下
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の 実 施 形 態 は 、 本 発 明 を 液 晶 表 示 装 置 に 適 用 し た も の で あ る 。 本 実 施 形 態 は 、 画 素 容 量 Ｃ
ｌ ｃ 及 び 寄 生 容 量 Ｃ １ を 適 切 に 設 定 し て 、 そ の 設 定 を 満 足 す る よ う に 画 素 容 量 Ｃ ｌ ｃ を 寄
生 容 量 Ｃ １ に 対 し て 十 分 大 き く す る こ と に よ り 、 縦 ク ロ ス ト ー ク の 発 生 を 低 減 し て 高 品 位
な 表 示 画 像 を 得 る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま ず 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 の 構 成 に つ い て 説 明 す る 。 図 １ は 、 本 発 明
の 液 晶 表 示 装 置 １ ０ ０ の 概 略 構 成 を 模 式 的 に 示 す 平 面 図 で あ る 。 図 １ で は 、 主 と し て 、 液
晶 表 示 装 置 １ ０ ０ の 電 極 及 び 配 線 の 構 成 を 平 面 図 と し て 示 し て い る 。 こ こ に 、 本 発 明 の 液
晶 表 示 装 置 １ ０ ０ は 、 Ｔ Ｆ Ｄ 素 子 を 用 い た ア ク テ ィ ブ ・ マ ト リ ク ス 駆 動 方 式 で あ っ て 、 半
透 過 反 射 型 の 液 晶 表 示 装 置 で あ る 。 図 ２ は 、 図 １ の 液 晶 表 示 装 置 １ ０ ０ に お け る 切 断 線 Ａ
－ Ａ ’ に 沿 っ た 概 略 断 面 図 を 示 す 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま ず 、 図 ２ を 参 照 し て 、 切 断 線 Ａ － Ａ ’ に 沿 っ た 液 晶 表 示 装 置 １ ０ ０ の 断 面 構 成 に つ い
て 説 明 し 、 そ の 後 、 液 晶 表 示 装 置 １ ０ ０ の 電 極 及 び 配 線 の 構 成 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 ２ に お い て 、 液 晶 表 示 装 置 １ ０ ０ は 、 素 子 基 板 ９ ２ と 、 そ の 素 子 基 板 ９ ２ に 対 向 し て
配 置 さ れ る カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 ９ １ と が 枠 状 の シ ー ル 部 材 ３ を 介 し て 貼 り 合 わ さ れ 、 内 部
に 液 晶 が 封 入 さ れ て 液 晶 層 ４ が 形 成 さ れ て な る 。 こ の 枠 状 の シ ー ル 部 材 ３ に は 、 複 数 の 金
粒 子 な ど の 導 通 部 材 ７ が 混 入 さ れ て い る 。 素 子 基 板 ９ ２ は ガ ラ ス な ど の 透 明 基 板 １ （ 以 下
、 「 上 側 基 板 」 と も 呼 ぶ 。 ） を 備 え 、 カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 ９ １ は 同 じ く ガ ラ ス な ど の 透 明
基 板 ２ （ 以 下 、 「 下 側 基 板 」 と も 呼 ぶ 。 ） を 備 え る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 下 側 基 板 ２ の 内 面 上 に は 、 表 面 上 に 細 か い 凹 凸 が 形 成 さ れ た 散 乱 層 ９ が 形 成 さ れ て い る
。 散 乱 層 ９ の 内 面 上 は 、 サ ブ 画 素 Ｓ Ｇ 毎 に 、 所 定 の 厚 み を 有 す る 反 射 層 ５ が 形 成 さ れ て い
る 。 各 反 射 層 ５ に は 、 矩 形 状 の 開 口 部 ２ ０ （ 以 下 、 「 透 明 領 域 」 と も 呼 ぶ 。 ） が 複 数 形 成
さ れ て い る 。 各 反 射 層 ５ は 、 ア ル ミ ニ ウ ム 、 ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 、 銀 合 金 等 の 薄 膜 に よ り 形
成 す る こ と が で き る 。 開 口 部 ２ ０ は 、 カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 ９ １ の 内 面 上 に 縦 横 に マ ト リ ク
ス 状 に 配 列 さ れ た サ ブ 画 素 Ｓ Ｇ 毎 に 、 当 該 サ ブ 画 素 Ｓ Ｇ の 全 面 積 を 基 準 と し て 所 定 割 合 の
面 積 を 有 す る よ う に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 反 射 層 ５ 上 で あ っ て 且 つ 各 サ ブ 画 素 Ｓ Ｇ の 間 に は 、 隣 接 す る サ ブ 画 素 Ｓ Ｇ 間 を 隔 て 、 一
方 の サ ブ 画 素 か ら 他 方 の サ ブ 画 素 へ の 光 の 混 入 を 防 止 す る た め 、 黒 色 遮 光 層 Ｂ Ｍ が 形 成 さ
れ て い る 。 こ の 黒 色 遮 光 層 Ｂ Ｍ は 、 黒 色 の 樹 脂 材 料 、 例 え ば 黒 色 の 顔 料 を 樹 脂 中 に 分 散 さ
せ た も の 等 を 用 い る こ と が 可 能 で あ る 。 な お 、 こ れ に 代 え て 、 Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ の 着 色 層 が 相 互
に 重 ね 合 わ さ れ て 形 成 さ れ た 重 ね 遮 光 層 （ 図 示 略 ） を 用 い て も よ い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 反 射 層 ５ 上 及 び 開 口 部 ２ ０ 上 に は 、 サ ブ 画 素 Ｓ Ｇ 毎 に Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ の 三 色 の い ず れ
か か ら な る 着 色 層 ６ Ｒ 、 ６ Ｇ 、 及 び ６ Ｂ が 形 成 さ れ て い る 。 着 色 層 ６ Ｒ 、 ６ Ｇ 及 び ６ Ｂ に
よ り カ ラ ー フ ィ ル タ が 構 成 さ れ る 。 画 素 Ｇ は 、 Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ の サ ブ 画 素 Ｓ Ｇ か ら 構 成 さ れ る
カ ラ ー １ 画 素 分 の 領 域 を 示 し て い る 。 な お 、 以 下 の 説 明 に お い て 、 色 を 問 わ ず に 着 色 層 を
指 す 場 合 は 単 に 「 着 色 層 ６ 」 と 記 し 、 色 を 区 別 し て 着 色 層 を 指 す 場 合 は 「 着 色 層 ６ Ｒ 」 な
ど と 記 す 。 ま た 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 開 口 部 ２ ０ 上 に 形 成 さ れ た 着 色 層 ６ の 厚 さ は 、 反 射
層 ５ 上 に 形 成 さ れ た 着 色 層 ６ の 厚 さ よ り も 厚 く 形 成 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 着 色 層 ６ は
、 反 射 型 表 示 モ ー ド と 透 過 型 表 示 モ ー ド と に お い て 夫 々 所 望 の 色 相 及 び 明 る さ を 呈 す る よ
う に 設 計 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 着 色 層 ６ 及 び 黒 色 遮 光 層 Ｂ Ｍ の 上 に は 、 透 明 樹 脂 等 か ら な る 保 護 層 １ ８ が 形 成 さ れ て い
る 。 こ の 保 護 層 １ ８ は 、 カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 ９ １ 及 び 液 晶 表 示 装 置 １ ０ ０ の 製 造 工 程 中 に
使 用 さ れ る 薬 剤 等 に よ る 腐 食 や 汚 染 か ら 、 着 色 層 ６ を 保 護 す る 機 能 を 有 す る 。 保 護 層 １ ８
の 表 面 上 に は 、 ス ト ラ イ プ 状 の Ｉ Ｔ Ｏ （ Indium-Tin Oxide） な ど の 透 明 電 極 （ 走 査 電 極 ）
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８ （ 以 下 、 「 下 側 基 板 ２ の 走 査 線 」 と も 呼 ぶ ） が 形 成 さ れ て い る 。 こ の 透 明 電 極 ８ の 一 端
は シ ー ル 部 材 ３ 内 に 延 在 し て お り 、 そ の シ ー ル 部 材 ３ 内 の 導 通 部 材 ７ と 電 気 的 に 接 続 さ れ
て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 一 方 、 上 側 基 板 １ の 内 面 上 に は 、 サ ブ 画 素 毎 に 、 Ｔ Ｆ Ｄ 素 子 ２ １ 及 び 画 素 電 極 １ ０ が 形
成 さ れ て い る 。 Ｔ Ｆ Ｄ 素 子 ２ １ 及 び 画 素 電 極 １ ０ の 内 面 上 に は 、 透 明 樹 脂 等 か ら な る 保 護
層 １ ７ が 形 成 さ れ て い る 。 上 側 基 板 １ 及 び 保 護 層 １ ７ の 内 面 上 の 左 右 周 縁 部 に は 、 走 査 線
３ １ が 形 成 さ れ て い る 。 走 査 線 ３ １ の 一 端 部 は シ ー ル 部 材 ３ 内 ま で 延 在 し て お り 、 そ の 走
査 線 ３ １ は 、 シ ー ル 部 材 ３ 内 の 導 通 部 材 ７ と 電 気 的 に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 下 側 基 板 ２ の 透 明 電 極 ８ の 内 面 上 、 及 び 上 側 基 板 １ の 保 護 層 １ ７ の 内 面 上 に は 、 そ れ ぞ
れ 図 示 し な い 配 向 膜 が 形 成 さ れ て い る 。 そ れ ら の 配 向 膜 の 間 に は 、 液 晶 層 ４ の 厚 さ を 均 一
に 保 持 す る た め に 粒 子 状 の ス ペ ー サ （ 図 示 略 ） が ラ ン ダ ム に 配 置 さ れ て い る 。 ス ペ ー サ の
材 料 と し て は 、 シ リ カ や 樹 脂 な ど を 主 成 分 と す る も の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 下 側 基 板 ２ の 外 面 上 に は 、 位 相 差 板 （ １ ／ ４ 波 長 板 ） １ １ 及 び 偏 光 板 １ ２ が 配 置 さ れ て
お り 、 上 側 基 板 １ の 外 面 上 に は 、 位 相 差 板 （ １ ／ ４ 波 長 板 ） １ ３ 及 び 偏 光 板 １ ４ が 配 置 さ
れ て い る 。 ま た 、 偏 光 板 １ ２ の 下 側 に は 、 バ ッ ク ラ イ ト １ ５ が 配 置 さ れ て い る 。 バ ッ ク ラ
イ ト １ ５ は 、 例 え ば 、 Ｌ Ｅ Ｄ （ Light Emitting Diode） 等 と い っ た 点 状 光 源 や 、 冷 陰 極 蛍
光 管 等 と い っ た 線 状 光 源 な ど が 好 適 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 下 側 基 板 ２ の 透 明 電 極 ８ 、 即 ち 下 側 基 板 ２ の 走 査 線 と 、 上 側 基 板 １ の 走 査 線 ３ １ と は 、
シ ー ル 部 材 ３ 内 に 混 入 さ れ た 導 通 部 材 ７ を 介 し て 上 下 導 通 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 さ て 、 本 実 施 形 態 の 液 晶 表 示 装 置 １ ０ ０ に お い て 反 射 型 表 示 が な さ れ る 場 合 、 液 晶 表 示
装 置 １ ０ ０ に 入 射 し た 外 光 は 、 図 １ に 示 す 経 路 Ｒ に 沿 っ て 進 行 す る 。 つ ま り 、 液 晶 表 示 装
置 １ ０ ０ に 入 射 し た 外 光 は 、 反 射 層 ５ に よ っ て 反 射 さ れ 観 察 者 に 至 る 。 こ の 場 合 、 そ の 外
光 は 、 着 色 層 ６ が 形 成 さ れ て い る 領 域 を 通 過 し て 、 そ の 着 色 層 ６ の 下 側 に あ る 反 射 層 ５ に
よ り 反 射 さ れ 、 再 度 着 色 層 ６ を 通 過 す る こ と に よ っ て 所 定 の 色 相 及 び 明 る さ を 呈 す る 。 こ
う し て 、 所 望 の カ ラ ー 表 示 画 像 が 観 察 者 に よ り 視 認 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 一 方 、 透 過 型 表 示 が な さ れ る 場 合 、 バ ッ ク ラ イ ト １ ５ か ら 出 射 し た 照 明 光 は 、 図 １ に 示
す 経 路 Ｔ に 沿 っ て 進 行 し 、 透 過 領 域 、 即 ち 、 開 口 部 ２ ０ 上 の 着 色 層 ６ を 通 過 し て 観 察 者 に
至 る 。 こ の 場 合 、 そ の 照 明 光 は 、 着 色 層 ６ を 透 過 す る こ と に よ り 所 定 の 色 相 及 び 明 る さ を
呈 す る 。 こ う し て 、 所 望 の カ ラ ー 表 示 画 像 が 観 察 者 に よ り 視 認 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 次 に 、 図 １ 、 図 ３ 及 び 図 ４ を 参 照 し て 、 本 発 明 の 素 子 基 板 ９ ２ 及 び カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板
９ １ の 電 極 及 び 配 線 の 構 成 に つ い て 説 明 す る 。 図 ３ は 、 素 子 基 板 ９ ２ を 背 面 方 向 （ 即 ち 、
図 ２ に お け る 下 方 ） か ら 観 察 し た と き の 素 子 基 板 ９ ２ の 電 極 及 び 配 線 な ど の 構 成 を 平 面 図
と し て 示 す 。 図 ４ は 、 カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 ９ １ を 正 面 方 向 （ 即 ち 、 図 ２ に お け る 上 方 ） か
ら 観 察 し た と き の カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 ９ １ の 電 極 の 構 成 を 平 面 図 と し て 示 す 。 な お 、 図 ３
に お い て 電 極 や 配 線 は 観 察 方 向 の 背 面 側 に 形 成 さ れ る も の で あ る が 、 説 明 の 便 宜 上 、 実 線
で 表 す こ と と し て い る 。 ま た 、 図 ３ 及 び 図 ４ に お い て 、 電 極 や 配 線 以 外 の そ の 他 の 要 素 は
説 明 の 便 宜 上 図 示 を 省 略 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 １ に お い て 、 素 子 基 板 ９ ２ の 画 素 電 極 １ ０ と 、 カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 ９ １ の 透 明 電 極 ８
と の 交 差 す る 領 域 が 表 示 の 最 小 単 位 で あ る サ ブ 画 素 Ｓ Ｇ を 構 成 す る 。 そ し て 、 こ の サ ブ 画
素 Ｓ Ｇ が 紙 面 縦 方 向 及 び 紙 面 横 方 向 に 複 数 個 、 マ ト リ ク ス 状 に 並 べ ら れ た 領 域 が 表 示 領 域
Ｖ （ ２ 点 鎖 線 に よ り 囲 ま れ る 領 域 ） で あ る 。 こ の 表 示 領 域 Ｖ に 、 文 字 、 数 字 、 図 形 等 の 画
像 が 表 示 さ れ る 。 ま た 、 図 １ に お い て 、 液 晶 表 示 装 置 １ ０ ０ の 外 形 と 、 表 示 領 域 Ｖ と に よ
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っ て 区 画 さ れ た 領 域 は 、 画 像 表 示 に 寄 与 し な い 額 縁 領 域 ３ ８ で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 先 ず 、 図 ３ を 参 照 し て 、 素 子 基 板 ９ ２ の 電 極 及 び 配 線 の 構 成 な ど に つ い て 説 明 す る 。 素
子 基 板 ９ ２ は 、 Ｔ Ｆ Ｄ 素 子 ２ １ 、 画 素 電 極 １ ０ 、 複 数 の 走 査 線 ３ １ 、 複 数 の デ ー タ 線 ３ ２
、 Ｙ ド ラ イ バ Ｉ Ｃ ３ ３ 、 Ｘ ド ラ イ バ Ｉ Ｃ ３ ４ 、 及 び 複 数 の 外 部 接 続 用 端 子 ３ ５ を 備 え て い
る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 素 子 基 板 ９ ２ の 張 り 出 し 領 域 ３ ６ 上 に は 、 Ｙ ド ラ イ バ Ｉ Ｃ ３ ３ 及 び Ｘ ド ラ イ バ Ｉ Ｃ ３ ４
が 例 え ば Ａ Ｃ Ｆ （ Anisotropic Conductive Film： 異 方 性 導 電 膜 ） を 介 し て 、 そ れ ぞ れ 実
装 さ れ て い る 。 な お 、 図 ３ に お い て 、 素 子 基 板 ９ ２ の 張 り 出 し 領 域 ３ ６ 側 の 辺 ９ ２ ａ か ら
反 対 側 の 辺 ９ ２ ｃ へ 向 か う 方 向 を Ｘ 方 向 と し 、 辺 ９ ２ ｄ か ら 辺 ９ ２ ｂ へ 向 か う 方 向 を Ｙ 方
向 と す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 張 り 出 し 領 域 ３ ６ 上 に は 、 複 数 の 外 部 接 続 用 端 子 ３ ５ が 形 成 さ れ て い る 。 Ｙ ド ラ イ バ Ｉ
Ｃ ３ ３ 及 び Ｘ ド ラ イ バ Ｉ Ｃ ３ ４ の 各 入 力 端 子 （ 図 示 略 ） は 、 導 電 性 を 有 す る バ ン プ を 介 し
て 、 そ の 複 数 の 外 部 用 接 続 端 子 ３ ５ に そ れ ぞ れ 接 続 さ れ て い る 。 外 部 接 続 用 端 子 ３ ５ は 、
Ａ Ｃ Ｆ や 半 田 な ど を 介 し て 、 図 示 し な い 配 線 基 板 、 例 え ば フ レ キ シ ブ ル プ リ ン ト 基 板 に 接
続 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 例 え ば 携 帯 電 話 や 情 報 端 末 な ど の 電 子 機 器 か ら 液 晶 表 示 装 置
１ ０ ０ へ 信 号 や 電 力 が 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 Ｘ ド ラ イ バ Ｉ Ｃ ３ ４ の 出 力 端 子 （ 図 示 略 ） は 、 導 電 性 を 有 す る バ ン プ を 介 し て 、 複 数 の
デ ー タ 線 ３ ２ に 接 続 さ れ て い る 。 一 方 、 各 Ｙ ド ラ イ バ Ｉ Ｃ ３ ３ の 出 力 端 子 （ 図 示 略 ） は 、
導 電 性 を 有 す る バ ン プ を 介 し て 、 複 数 の 走 査 線 ３ １ に 接 続 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 各 Ｙ
ド ラ イ バ Ｉ Ｃ ３ ３ は 複 数 の 走 査 線 ３ １ に 走 査 信 号 を 、 Ｘ ド ラ イ バ Ｉ Ｃ ３ ４ は 複 数 の デ ー タ
線 ３ ２ に デ ー タ 信 号 を そ れ ぞ れ 出 力 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 複 数 の デ ー タ 線 ３ ２ は 、 紙 面 縦 方 向 に 延 在 す る 直 線 状 の 配 線 で あ り 、 張 り 出 し 領 域 ３ ６
か ら 表 示 領 域 Ｖ に か け て Ｘ 方 向 に 形 成 さ れ て い る 。 各 デ ー タ 線 ３ ２ は 一 定 の 間 隔 を 隔 て て
形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 各 デ ー タ 線 ３ ２ は 、 適 宜 の 間 隔 を お い て 複 数 の Ｔ Ｆ Ｄ 素 子 ２ １ に
接 続 さ れ て お り 、 各 Ｔ Ｆ Ｄ 素 子 ２ １ は 対 応 す る 各 画 素 電 極 １ ０ に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 複 数 の 走 査 線 ３ １ は 、 本 線 部 分 ３ １ ａ と 、 そ の 本 線 部 分 ３ １ ａ に 対 し て 略 直 角 に 折 れ 曲
が る 折 れ 曲 が り 部 分 ３ １ ｂ と に よ り 構 成 さ れ て い る 。 各 本 線 部 分 ３ １ ａ は 、 額 縁 領 域 ３ ８
内 を 張 り 出 し 領 域 ３ ６ か ら Ｘ 方 向 に 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 各 本 線 部 分 ３ １ ａ は 、 各 デ ー
タ 線 ３ ２ に 対 し て 略 平 行 で 、 且 つ 、 一 定 の 間 隔 を 隔 て て 形 成 さ れ て い る 。 各 折 れ 曲 が り 部
分 ３ １ ｂ は 、 額 縁 領 域 ３ ８ 内 に お い て 、 左 右 に 位 置 す る シ ー ル 部 材 ３ 内 ま で Ｙ 方 向 に 延 在
し て い る 。 そ し て 、 そ の 折 れ 曲 が り 部 分 ３ １ ｂ の 終 端 部 は 、 シ ー ル 部 材 ３ 内 で 導 通 部 材 ７
に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 次 に 、 カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 ９ １ の 電 極 の 構 成 に つ い て 説 明 す る 。 カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 ９
１ は 、 Ｙ 方 向 に ス ト ラ イ プ 状 の 透 明 電 極 （ 走 査 電 極 ） ８ が 形 成 さ れ て い る 。 各 透 明 電 極 ８
の 左 端 部 或 い は 右 端 部 は 、 図 １ 及 び 図 ４ に 示 す よ う に 、 シ ー ル 部 材 ３ 内 ま で 延 在 し て お り
、 且 つ 、 シ ー ル 部 材 ３ 内 の 導 通 部 材 ７ に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 以 上 に 述 べ た 、 カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 ９ １ と 素 子 基 板 ９ ２ と を シ ー ル 部 材 ３ を 介 し て 貼 り
合 わ せ た 状 態 が 図 １ に 示 さ れ て い る 。 図 示 の よ う に 、 カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 ９ １ の 各 透 明 電
極 ８ は 、 素 子 基 板 ９ ２ の 各 デ ー タ 線 ３ ２ に 対 し て 直 交 し て お り 、 且 つ 、 横 列 を な す 複 数 の
画 素 電 極 １ ０ と 平 面 的 に 重 な り 合 っ て い る 。 こ の よ う に 、 透 明 電 極 ８ と 画 素 電 極 １ ０ と が
重 な り 合 う 領 域 が サ ブ 画 素 Ｓ Ｇ を 構 成 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
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　 ま た 、 カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 ９ １ の 透 明 電 極 ８ （ 即 ち 、 カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 ９ １ 側 の 走 査
線 ） と 、 素 子 基 板 ９ ２ の 走 査 線 ３ １ と は 、 図 示 の よ う に 左 辺 側 と 右 辺 側 と の 間 で 交 互 に 重
な り 合 っ て お り 、 そ の 透 明 電 極 ８ と 走 査 線 ３ １ と は 、 シ ー ル 部 材 ３ 内 の 導 通 部 材 ７ を 介 し
て 上 下 導 通 し て い る 。 つ ま り 、 透 明 電 極 ８ た る カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 ９ １ の 各 走 査 線 と 、 素
子 基 板 ９ ２ の 各 走 査 線 ３ １ と の 導 通 は 、 図 示 の よ う に 左 辺 側 と 右 辺 側 と の 間 で 交 互 に 実 現
さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 ９ １ の 透 明 電 極 ８ は 、 素 子 基 板 ９ ２ の 走 査
線 ３ １ を 介 し て 、 紙 面 左 右 に 夫 々 位 置 す る 各 Ｙ ド ラ イ バ Ｉ Ｃ ３ ３ に 電 気 的 に 接 続 さ れ て い
る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 次 に 、 図 ５ を 参 照 し て 、 液 晶 表 示 装 置 １ ０ ０ に お け る 階 調 表 示 の 方 法 に つ い て 説 明 す る
。 な お 、 本 例 で は ノ ー マ リ ー ホ ワ イ ト の 液 晶 パ ネ ル で あ る と す る 。 図 ５ （ ａ ） は 、 Ｙ ド ラ
イ バ Ｉ Ｃ ３ ３ か ら 走 査 線 ３ １ を 介 し て 走 査 電 極 ８ に 印 加 さ れ る 走 査 電 位 Ｖ Aの 駆 動 波 形 を
示 す 。 図 ５ （ ｂ ） は 、 Ｘ ド ラ イ バ Ｉ Ｃ ３ ４ か ら デ ー タ 線 ３ ２ に 印 加 さ れ る 信 号 電 位 Ｖ Bの
駆 動 波 形 を 示 す 。 図 ５ （ ｃ ） は 、 走 査 電 極 ８ 及 び デ ー タ 線 ３ ２ の 電 極 間 電 圧 Ｖ ABの 駆 動 波
形 を 示 す 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 Ｙ ド ラ イ バ Ｉ Ｃ ３ ３ は 、 走 査 線 ３ １ を 介 し て 走 査 電 極 ８ に 対 し て 走 査 電 位 Ｖ Aを 印 加 す
る 。 一 方 、 Ｘ ド ラ イ バ Ｉ Ｃ ３ ４ は 、 デ ー タ 線 ３ ２ に 対 し て 信 号 電 位 Ｖ Bを 印 加 す る 。 電 位
Ｖ A及 び Ｖ Bに つ い て 説 明 す る 。 ま ず 、 走 査 電 極 ８ に は 、 図 ５ （ ａ ） に 示 す よ う な 走 査 電 位
Ｖ Aが 印 加 さ れ る 。 ラ イ ン 選 択 期 間 Ｔ 毎 に 、 各 走 査 線 ３ １ を 介 し て 各 走 査 電 極 ８ は 順 次 選
択 さ れ 、 あ る 共 通 電 位 Ｖ GNDに 対 し て ± Ｖ selな る 電 位 差 、 即 ち 電 圧 を 持 つ い ず れ か の 電 位
が 印 加 さ れ る 。 な お 、 こ の 電 圧 Ｖ selを 選 択 電 圧 と 呼 ぶ 。 そ し て 、 ラ イ ン 選 択 期 間 Ｔ 後 に
は 、 共 通 電 位 Ｖ GNDに 対 し て ± Ｖ hldな る 電 圧 を 持 つ い ず れ か の 電 位 が 印 加 さ れ る 。 保 持 期
間 Ｔ ｈ に お い て 、 選 択 時 の 電 位 が Ｖ GND＋ Ｖ selの と き に は Ｖ GND＋ Ｖ hldの 電 位 が 印 加 さ れ
、 選 択 時 の 電 位 が Ｖ GND－ Ｖ selの と き に は Ｖ GND－ Ｖ hldの 電 位 が 印 加 さ れ る 。 な お 、 こ の
電 圧 Ｖ hldを 保 持 電 圧 と 呼 ぶ 。 ま た 、 全 て の 走 査 電 極 ８ が 一 巡 し て 選 択 さ れ 終 わ る 期 間 を
フ ィ ー ル ド 期 間 と い い 、 次 の フ ィ ー ル ド 期 間 で は 、 先 の フ ィ ー ル ド 期 間 と は 逆 特 性 の 選 択
電 圧 を 用 い て 順 次 、 走 査 電 極 を 選 択 し て い く 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 一 方 、 デ ー タ 線 ３ ２ に 対 し て は 、 図 ５ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 共 通 電 位 Ｖ GNDに 対 し て ±
Ｖ sigな る 電 圧 を 持 つ い ず れ か の 電 位 が 印 加 さ れ る 。 こ こ で 、 あ る 選 択 期 間 に 選 択 さ れ た
走 査 電 極 ８ に 印 加 す る 電 位 が Ｖ GND＋ Ｖ selの 場 合 に 、 Ｖ GND－ Ｖ sigを オ ン 電 位 Ｖ on、 Ｖ GN
D＋ Ｖ sigを オ フ 電 位 Ｖ offと し て 用 い る 。 ま た 、 あ る 選 択 期 間 に 選 択 さ れ た 走 査 電 極 ８ に
印 加 す る 電 位 が Ｖ GND－ Ｖ selの 場 合 に 、 Ｖ GND＋ Ｖ sigを オ ン 電 位 Ｖ on、 Ｖ GND－ Ｖ sigを オ
フ 電 位 Ｖ offと し て 用 い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 即 ち 、 信 号 電 位 Ｖ Bの 各 ラ イ ン 選 択 期 間 Ｔ 内 の 波 形 は 、 当 該 デ ー タ 線 ３ ２ に 係 る 列 に お
け る 各 画 素 の 階 調 に 応 じ て 設 定 さ れ る が 、 ま ず 、 信 号 電 位 Ｖ Bは 、 各 ラ イ ン 選 択 期 間 Ｔ 毎
に オ ン 区 間 と オ フ 区 間 に 分 割 さ れ 、 オ ン 区 間 に お い て は オ ン 電 位 Ｖ onに 、 オ フ 区 間 に お い
て は オ フ 電 位 Ｖ offに 設 定 さ れ る 。 即 ち 、 信 号 電 位 Ｖ Bは 、 階 調 値 に 応 じ て パ ル ス 幅 変 調 さ
れ る 。 そ し て 、 画 素 に 与 え る べ き 階 調 が 高 く な る ほ ど （ ノ ー マ リ ー ホ ワ イ ト モ ー ド で は 暗
く な る ほ ど ） 、 オ ン 区 間 の 占 め る 割 合 が 大 き く 設 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 次 に 、 走 査 電 極 ８ 及 び デ ー タ 線 ３ ２ の 電 極 間 電 圧 Ｖ ABを 図 ５ （ ｃ ） の 実 線 で 示 す 。 こ の
電 極 間 電 位 Ｖ ABが 液 晶 層 ４ に 対 し て 印 加 さ れ る 。 図 示 の よ う に 、 電 極 間 電 圧 Ｖ ABの 絶 対 値
は 、 当 該 画 素 の 選 択 期 間 に お い て 高 く な る こ と が わ か る 。 ま た 、 液 晶 層 ４ に 印 加 さ れ る 液
晶 層 電 圧 Ｖ LCは 、 図 ５ （ ｃ ） の ハ ッ チ ン グ で 示 す よ う に な る 。 液 層 層 電 圧 Ｖ LCが 変 化 す る
際 に は 、 液 晶 層 ４ が 形 成 す る 容 量 を 充 放 電 し な け れ ば な ら な い た め 、 液 晶 層 電 圧 Ｖ LCは 電
極 間 電 圧 Ｖ ABに 対 し て 過 渡 応 答 的 に 変 化 す る 。 な お 、 図 ５ （ ｃ ） に お い て 電 圧 Ｖ NLは 電 極
間 電 圧 Ｖ ABと 液 層 層 電 圧 Ｖ LCと の 差 、 即 ち Ｔ Ｆ Ｄ 素 子 ２ １ の 端 子 電 圧 で あ る 。 以 上 の よ う
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に 、 液 晶 表 示 装 置 １ ０ ０ で は 、 液 晶 層 ４ に 印 加 す る 駆 動 電 圧 を パ ル ス 幅 変 調 す る こ と に よ
り 階 調 表 示 が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 [縦 ク ロ ス ト ー ク の 発 生 原 理 ]
　 ま ず 、 図 ６ を 参 照 し て 、 縦 ク ロ ス ト ー ク に つ い て 説 明 す る 。 図 ６ は 、 液 晶 表 示 装 置 １ ０
０ に お け る 表 示 領 域 Ｖ の み を 拡 大 し た 平 面 図 で あ り 、 そ の 表 示 領 域 Ｖ に 縦 ク ロ ス ト ー ク が
発 生 し た 状 態 を 模 式 的 に 示 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 液 晶 表 示 装 置 １ ０ ０ に 対 し て は 、 背 景 と な る エ リ ア Ｂ 及 び エ リ ア Ｃ を そ れ ぞ れ 同 一 の グ
レ ー レ ベ ル と な る よ う に 走 査 線 電 圧 及 び デ ー タ 線 電 圧 を 印 加 し て い る 。 ま た 、 エ リ ア Ａ に
お い て は 、 規 定 の 明 る さ の 単 色 或 い は 補 色 の 矩 形 表 示 と な る よ う に 走 査 線 電 圧 及 び デ ー タ
線 電 圧 を 印 加 し て い る 。 し か し 、 実 際 に は 縦 ク ロ ス ト ー ク の 発 生 に よ り 同 一 階 調 レ ベ ル で
あ る は ず の エ リ ア Ｂ と エ リ ア Ｃ で は 表 示 画 像 上 の グ レ ー レ ベ ル が 異 な っ て し ま っ て い る 。
即 ち 、 エ リ ア Ａ の 上 下 方 向 に 位 置 す る エ リ ア Ｃ は 、 エ リ ア Ｂ よ り も 幾 分 明 る く 表 示 さ れ て
お り 、 尚 且 つ 微 妙 に 色 づ い て 表 示 さ れ て い る 。 ま た 、 エ リ ア Ａ は 、 規 定 の 明 る さ よ り も 暗
く 表 示 さ れ て い る 。 こ の よ う な 、 縦 ク ロ ス ト ー ク は 、 灰 色 な ど を 背 景 に し て 単 色 或 い は 補
色 の 矩 形 表 示 を し た と き に 発 生 す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 次 に 、 図 ７ を 参 照 し て 、 こ の 縦 ク ロ ス ト ー ク の 発 生 原 理 に つ い て 説 明 す る 。 図 ７ は 、 液
晶 表 示 装 置 １ ０ ０ に お け る １ 画 素 （ Ｒ Ｇ Ｂ ３ つ の サ ブ 画 素 ） 分 を 拡 大 し た 部 分 拡 大 平 面 図
を 示 す 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 画 素 電 極 １ ０ は 、 通 常 、 一 対 の デ ー タ 線 ３ ２ の 略 中 央 位 置 に 形 成 さ れ る 。 こ れ は 、 画 素
電 極 １ ０ を 隣 接 す る 各 デ ー タ 線 ３ ２ に 近 づ け す ぎ な い 範 囲 で 、 そ の 画 素 の 開 口 率 を 大 き く
す る と い う 設 計 上 の 理 由 に よ る も の で あ る 。 ま た 、 各 デ ー タ 線 ３ ２ ａ 、 ３ ２ ｂ 、 ３ ２ ｃ は
、 Ｔ Ｆ Ｄ 素 子 ２ １ を 介 し て 画 素 電 極 １ ０ ａ 、 １ ０ ｂ 、 １ ０ ｃ に 接 続 さ れ て い る 。 例 え ば 、
画 素 電 極 １ ０ ｂ に 注 目 す る と 、 デ ー タ 線 ３ ２ ａ は 、 画 素 電 極 １ ０ ｂ に 隣 接 し て い る が 、 画
素 電 極 １ ０ ｂ に は 接 続 さ れ て い な い 。 画 素 電 極 １ ０ ｂ と 、 隣 接 す る ２ つ の デ ー タ 線 ３ ２ ａ
及 び ３ ２ ｂ と の 間 に は 寄 生 容 量 Ｃ １ 、 Ｃ ２ が そ れ ぞ れ 存 在 す る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 液 晶 表 示 装 置 １ ０ ０ に お い て 、 所 望 す る 画 像 を 表 示 す る た め に は 、 ラ イ ン 選 択 期 間 Ｔ に
、 各 画 素 電 極 １ ０ ａ ～ １ ０ ｃ に 所 望 の 電 圧 が 印 加 さ れ る 。 図 ７ の 例 で は 、 画 素 電 極 １ ０ ｂ
に 対 し て は 、 デ ー タ 線 ３ ２ ｂ か ら Ｔ Ｆ Ｄ 素 子 ２ １ を 介 し て 所 望 の 電 圧 Ｖ ｌ ｃ が 印 加 さ れ る
。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 と こ ろ が 、 画 素 電 極 １ ０ ｂ に 対 し て は 、 そ れ と 隣 接 す る デ ー タ 線 ３ ２ ａ と の 間 の 寄 生 容
量 Ｃ １ が 存 在 す る こ と に よ り 、 デ ー タ 線 ３ ２ ａ か ら 寄 生 容 量 Ｃ １ に 対 応 す る 電 圧 が 印 加 さ
れ て し ま い 、 そ の 結 果 、 画 素 電 極 １ ０ ｂ の 電 位 Ｖ ｌ ｃ が 所 望 の 電 位 か ら 変 化 し て し ま う 。
即 ち 、 あ る 画 素 電 極 の 電 位 が 、 そ れ と 隣 接 す る デ ー タ 線 と の 間 の 寄 生 容 量 に 起 因 し て 変 化
し て し ま う 。 こ れ に よ り 、 当 該 画 素 の 透 過 率 が 変 化 し 、 縦 ク ロ ス ト ー ク が 生 じ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 今 、 前 述 の よ う に 、 図 ６ に お い て エ リ ア Ａ に 青 を 表 示 し 、 エ リ ア Ｂ 及 び Ｃ に グ レ ー を 表
示 し た と す る 。 ま た 、 図 ７ に お い て 、 デ ー タ 線 ３ ２ ａ に 対 応 す る 画 素 電 極 １ ０ ａ が 青 に 対
応 す る サ ブ 画 素 で あ り 、 画 素 電 極 １ ０ ｂ が 赤 に 対 応 す る サ ブ 画 素 で あ り 、 最 も 右 の 画 素 電
極 １ ０ ｃ が 緑 に 対 応 す る サ ブ 画 素 で あ る と す る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 こ れ ら ３ 色 の サ ブ 画 素 が 図 ６ に お け る エ リ ア Ｂ に 存 在 す る 場 合 に は 、 そ の エ リ ア が グ レ
ー 表 示 さ れ る の で 、 ３ つ の デ ー タ 線 ３ ２ ａ 、 ３ ２ ｂ 、 ３ ２ に 印 加 さ れ る 電 圧 は ほ ぼ 等 し く
、 寄 生 容 量 Ｃ １ が 画 素 電 極 １ ０ ｂ に 与 え る 影 響 は 少 な い 。
【 ０ ０ ５ １ 】
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　 一 方 、 エ リ ア Ａ に 青 が 表 示 さ れ て い る の で 、 エ リ ア Ｃ に お い て も デ ー タ 線 ３ ２ ａ の み が
低 電 位 （ 白 に 対 応 す る 電 位 ） で あ り 、 デ ー タ 線 ３ ２ ｂ 及 び ３ ２ ｃ は 高 電 位 （ 黒 に 対 応 す る
電 位 ） に な る 。 よ っ て 、 エ リ ア Ｃ に お い て は 、 保 持 期 間 中 に デ ー タ 線 ３ ２ ａ と 画 素 電 極 １
０ ｂ と に 電 位 差 が 生 じ 、 寄 生 容 量 Ｃ １ に よ り 画 素 電 極 １ ０ ｂ の 電 位 が 下 が る 。 そ の 結 果 、
画 素 電 極 １ ０ ｂ に よ り 構 成 さ れ る 赤 の サ ブ 画 素 の 透 過 率 が 上 が り 、 エ リ ア Ｃ の 部 分 は 明 る
く な る と と も に 、 い く ぶ ん 赤 み を 帯 び て 見 え る よ う に な る 。 こ れ が 、 縦 ク ロ ス ト ー ク の 発
生 す る 原 理 で あ る 。 つ ま り 、 縦 ク ロ ス ト ー ク は 、 寄 生 容 量 の 影 響 に よ っ て 、 隣 接 す る 画 素
電 極 の 電 位 が 所 望 の 電 位 か ら 変 化 す る こ と に よ り 生 じ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 [縦 ク ロ ス ト ー ク の 低 減 方 法 ]
　 次 に 、 図 ８ を 参 照 し て 、 縦 ク ロ ス ト ー ク の 低 減 方 法 に つ い て 述 べ る 。 図 ８ は 、 本 発 明 の
実 施 形 態 に 係 る 縦 ク ロ ス ト ー ク を 低 減 す る 方 法 を 説 明 す る 図 で あ る 。 図 ８ （ ａ ） は 、 一 般
的 な 透 過 型 液 晶 パ ネ ル の 局 部 を 拡 大 し た 層 断 面 図 を 一 例 と し て 示 す 。 図 ８ （ ｂ ） は 、 そ の
液 晶 パ ネ ル の 電 圧 － 透 過 率 特 性 の グ ラ フ の 一 例 を 示 す 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 上 記 の よ う に 、 縦 ク ロ ス ト ー ク は 、 隣 接 す る デ ー タ 線 と の 間 の 寄 生 容 量 Ｃ １ の 影 響 に よ
り 、 画 素 電 極 の 電 圧 Ｖ ｌ ｃ が 変 化 す る た め に 生 じ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 こ こ で 、 保 持 期 間 中 に 、 隣 接 す る デ ー タ 線 か ら 液 晶 に 与 え ら れ る 電 圧 、 即 ち 寄 生 容 量 に
起 因 す る 電 圧 Ｖ ｃ は 以 下 の よ う に 表 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 　 Ｖ ｃ ＝ ｛ Ｃ １ ／ （ Ｃ ｌ ｃ ＋ Ｃ １ ） ｝ × Ｖ ｄ 　 　 　 （ 式 ２ ）
こ こ で 、 Ｃ １ は 前 述 の よ う に 隣 接 す る デ ー タ 線 と 画 素 電 極 と の 寄 生 容 量 で あ り 、 Ｃ ｌ ｃ は
画 素 電 極 の 画 素 容 量 で あ り 、 Ｖ ｄ は デ ー タ 線 に 与 え ら れ る デ ー タ 信 号 の 振 幅 電 圧 で あ る 。
縦 ク ロ ス ト ー ク を 低 減 す る た め に は 、 寄 生 容 量 に 起 因 し て 隣 接 す る デ ー タ 線 か ら の 電 圧 Ｖ
ｃ を あ る 程 度 の 大 き さ に 抑 制 す る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 そ こ で 、 本 実 施 形 態 で は 、 そ の 電 圧 Ｖ ｃ を あ る 一 定 の 大 き さ に 規 定 す る こ と に よ り 、 画
素 容 量 Ｃ ｌ ｃ が 寄 生 容 量 Ｃ １ に 対 し て 十 分 大 き く な る よ う に す る 。 こ れ に よ り 、 保 持 期 間
Ｔ ｈ 中 に 、 隣 接 す る デ ー タ 線 か ら 画 素 電 極 に 与 え ら れ る 電 圧 を 抑 制 し て 、 縦 ク ロ ス ト ー ク
を 低 減 す る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 具 体 的 に は 、 そ の 電 圧 Ｖ ｃ の 上 限 値 を 、 図 ８ （ ｂ ） の よ う な 電 圧 － 透 過 率 特 性 に お け る
印 加 電 圧 値 と の 関 連 に お い て 決 め る こ と が 望 ま し い 。 こ こ で 、 図 ８ （ ａ ） 及 び （ ｂ ） を 参
照 し て 、 一 般 的 な 透 過 型 液 晶 パ ネ ル の 電 圧 － 透 過 率 特 性 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 液 晶 層 ５ ０ ３ の 電 圧 － 透 過 率 特 性 （ い わ ゆ る 、 Ｖ Ｔ 特 性 ） は 、 例 え ば 、 図 ８ （ ｂ ） の グ
ラ フ の よ う に 表 さ れ る 。 図 ８ （ ｂ ） に 示 す グ ラ フ は 、 図 ８ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 透 明 電 極
５ ０ １ 及 び ５ ０ ２ に よ っ て 挟 ま れ た 液 晶 層 ５ ０ ３ に 光 Ｔ １ を 透 過 さ せ る と 共 に 、 電 極 間 に
印 加 す る 電 圧 Ｖ を 変 化 さ せ た 場 合 、 液 晶 層 ５ ０ ３ の 透 過 率 が ど の よ う に 変 化 す る か を ノ ー
マ リ ー ホ ワ イ ト の 表 示 モ ー ド の 場 合 を 例 に 挙 げ て 示 す も の で あ る 。 同 グ ラ フ よ り 、 液 晶 層
５ ０ ３ に 印 加 さ れ る 電 圧 Ｖ の 大 き さ が 大 き く な る 程 、 液 晶 の 透 過 率 が 低 下 す る こ と が わ か
る 。 ま た 、 同 グ ラ フ に お い て 、 Ｖ （ T10） は 透 過 率 が １ ０ ％ の と き の 電 圧 を 示 し 、 Ｖ （ T50
） は 透 過 率 が ５ ０ ％ の と き の 電 圧 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 特 に 、 本 実 施 形 態 の 液 晶 表 示 装 置 １ ０ ０ で は 、 次 式 に 示 す よ う に 、 電 圧 Ｖ ｃ の 上 限 値 を
Ｖ （ T50） よ り も 小 さ く な る よ う に 設 定 す る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 即 ち 、 電 圧 Ｖ ｃ が 、
　 　 　 　 　 Ｖ ｃ ＝ ｛ Ｃ １ ／ （ Ｃ ｌ ｃ ＋ Ｃ １ ） ｝ × Ｖ ｄ 　 ＜ 　 Ｖ （ T50） 　 　 　 （ 式 ３ ）
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と な る よ う に 設 定 す る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 上 記 の 式 ３ を 満 足 す る よ う に 、 画 素 容 量 Ｃ ｌ ｃ を 寄 生 容 量 Ｃ １ に 対 し て 十 分 大 き く す る
。 画 素 容 量 Ｃ ｌ ｃ を 大 き く す る た め に は 、 上 記 の 式 １ を 参 照 し て 理 解 さ れ る よ う に 、 （ １
） 素 子 基 板 ９ ２ と カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 ９ １ の セ ル ギ ャ ッ プ を 小 さ く す る 、 （ ２ ） 液 晶 層 ４
の 誘 電 率 を 大 き く す る 、 （ ３ ） 画 素 電 極 １ ０ の 面 積 を 大 き く す る 等 の 方 法 が 挙 げ ら れ る 。
但 し 、 画 素 電 極 １ ０ の 面 積 は 設 計 上 の 理 由 に よ り あ る 程 度 決 定 さ れ て し ま う の で 、 本 発 明
で は 、 上 記 （ ３ ） を 適 用 す る よ り は む し ろ 上 記 （ １ ） 及 び （ ２ ） を 適 用 す る の が 好 ま し い
。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 実 施 形 態 で は 、 電 圧 Ｖ ｃ の 上 限 を Ｖ （ T50） よ り も 小 さ く な る よ う に
設 定 し 、 画 素 容 量 Ｃ ｌ ｃ を 、 寄 生 容 量 Ｃ １ に 対 し て 十 分 大 き く す る よ う に し て い る 。 こ の
た め 、 保 持 期 間 Ｔ ｈ 中 に 、 隣 接 す る デ ー タ 線 と の 間 の 寄 生 容 量 に よ り 、 画 素 電 極 の 電 位 が
変 動 す る こ と が 防 止 で き 、 液 晶 層 ４ の 透 過 率 を 適 正 に 維 持 で き る 。 こ れ に よ り 、 縦 ク ロ ス
ト ー ク を 低 減 で き 、 高 品 位 な 表 示 画 像 が 得 ら れ る 。 よ っ て 、 液 晶 表 示 装 置 １ ０ ０ に お い て
、 灰 色 な ど を 背 景 色 に 、 単 色 或 い は 補 色 な ど の 矩 形 表 示 を し た 場 合 で も 高 品 位 な 表 示 画 像
が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 な お 、 上 記 の 説 明 で は 、 電 圧 Ｖ ｃ を あ る 一 定 の 大 き さ に 規 定 す る 基 準 と し て 液 晶 層 ４ の
電 圧 － 透 過 率 特 性 を 用 い る 場 合 を 挙 げ た が 、 こ こ で い う 電 圧 － 透 過 率 特 性 は 電 圧 － 反 射 率
特 性 （ い わ ゆ る 、 Ｖ Ｒ 特 性 ） を も 含 む も の と 考 え ら れ る 。 電 圧 － 反 射 率 特 性 は 、 例 え ば 、
図 ９ に 示 す よ う に 、 透 明 電 極 ５ ０ １ 及 び ５ ０ ２ に よ っ て 挟 ま れ た 液 晶 層 ５ ０ ３ に 反 射 膜 ５
０ ４ で 反 射 す る 光 Ｒ １ を 供 給 す る と 共 に 、 電 極 間 に 印 加 す る 電 圧 Ｖ を 変 化 さ せ た 場 合 、 反
射 光 の 反 射 率 が ど の よ う に 変 化 す る か を 示 す も の で あ る 。 例 え ば 、 反 射 率 ５ ０ ％ に 対 応 す
る 電 圧 を Ｖ （ R50） と す れ ば 、 電 圧 Ｖ ｌ ｃ が 、
　 　 　 　 　 　 　 　 Ｖ ｌ ｃ ＝ ｛ Ｃ １ ／ （ Ｃ ｌ ｃ ＋ Ｃ １ ） ｝ × Ｖ ｄ 　 ＜ 　 Ｖ （ R50）
と な る よ う に 設 定 で き る 。 な お 、 Ｖ （ R50） と Ｖ （ T50） は 必 ず し も 同 じ 値 に な る と は 限 ら
な い 。 こ の 場 合 も 、 保 持 期 間 Ｔ ｈ 中 に 、 隣 接 す る デ ー タ 線 と の 間 の 寄 生 容 量 に よ り 、 画 素
電 極 の 電 位 が 変 動 す る こ と が 防 止 で き 、 液 晶 層 ４ の 透 過 率 を 適 正 に 維 持 で き る 。 よ っ て 、
縦 ク ロ ス ト ー ク を 低 減 で き 、 高 品 位 な 表 示 画 像 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 （ 変 形 例 ）
　 上 記 の 実 施 形 態 で は 、 半 透 過 反 射 型 の 液 晶 表 示 装 置 １ ０ ０ に 本 発 明 を 適 用 し た が 、 こ れ
に 限 ら ず 、 反 射 型 又 は 透 過 型 の 液 晶 表 示 装 置 に も 本 発 明 を 適 用 で き る 。 ま た 、 上 記 実 施 形
態 で は 、 ノ ー マ リ ー ホ ワ イ ト 型 の 液 晶 表 示 装 置 １ ０ ０ に 本 発 明 を 適 用 し た が 、 こ れ に 限 ら
ず 、 ノ ー マ リ ー ブ ラ ッ ク 型 の 液 晶 表 示 装 置 に も 本 発 明 を 適 用 で き る 。 ま た 、 上 記 の 実 施 形
態 で は 、 ア ク テ ィ ブ 素 子 と し て Ｔ Ｆ Ｄ 素 子 を 用 い た 液 晶 表 示 装 置 を 例 示 し た が 、 本 発 明 は
ア ク テ ィ ブ 素 子 と し て Ｔ Ｆ Ｔ 素 子 を 用 い た 液 晶 表 示 装 置 に も 同 様 に 適 用 す る こ と が で き る
。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 ［ 電 子 機 器 ］
　 次 に 、 本 発 明 に よ る 液 晶 表 示 装 置 １ ０ ０ を 電 子 機 器 の 表 示 装 置 と し て 用 い る 場 合 の 実 施
形 態 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 図 １ ０ は 、 本 実 施 形 態 の 全 体 構 成 を 示 す 概 略 構 成 図 で あ る 。 こ こ に 示 す 電 子 機 器 は 、 上
記 の 液 晶 表 示 装 置 １ ０ ０ と 、 こ れ を 制 御 す る 制 御 手 段 ４ １ ０ と を 有 す る 。 こ こ で は 、 液 晶
表 示 装 置 １ ０ ０ を 、 パ ネ ル 構 造 体 ４ ０ ３ と 、 半 導 体 Ｉ Ｃ な ど で 構 成 さ れ る 駆 動 回 路 ４ ０ ２
と に 概 念 的 に 分 け て 描 い て あ る 。 ま た 、 制 御 手 段 ４ １ ０ は 、 表 示 情 報 出 力 源 ４ １ １ と 、 表
示 情 報 処 理 回 路 ４ １ ２ と 、 電 源 回 路 ４ １ ３ と 、 タ イ ミ ン グ ジ ェ ネ レ ー タ ４ １ ４ と 、 を 有 す
る 。
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【 ０ ０ ６ ７ 】
　 表 示 情 報 出 力 源 ４ １ １ は 、 Ｒ Ｏ Ｍ （ Read Only Memory） や Ｒ Ａ Ｍ （ Random Access Memo
ry） な ど か ら な る メ モ リ と 、 磁 気 記 録 デ ィ ス ク や 光 記 録 デ ィ ス ク な ど か ら な る ス ト レ ー ジ
ユ ニ ッ ト と 、 デ ジ タ ル 画 像 信 号 を 同 調 出 力 す る 同 調 回 路 と を 備 え 、 タ イ ミ ン グ ジ ェ ネ レ ー
タ ４ １ ４ に よ っ て 生 成 さ れ た 各 種 の ク ロ ッ ク 信 号 に 基 づ い て 、 所 定 フ ォ ー マ ッ ト の 画 像 信
号 な ど の 形 で 表 示 情 報 を 表 示 情 報 処 理 回 路 ４ １ ２ に 供 給 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 表 示 情 報 処 理 回 路 ４ １ ２ は 、 シ リ ア ル － パ ラ レ ル 変 換 回 路 、 増 幅 ・ 反 転 回 路 、 ロ ー テ ー
シ ョ ン 回 路 、 ガ ン マ 補 正 回 路 、 ク ラ ン プ 回 路 な ど の 周 知 の 各 種 回 路 を 備 え 、 入 力 し た 表 示
情 報 の 処 理 を 実 行 し て 、 そ の 画 像 情 報 を ク ロ ッ ク 信 号 Ｃ Ｌ Ｋ と と も に 駆 動 回 路 ４ ０ ２ へ 供
給 す る 。 駆 動 回 路 ４ ０ ２ は 、 走 査 線 駆 動 回 路 、 デ ー タ 線 駆 動 回 路 及 び 検 査 回 路 を 含 む 。 ま
た 、 電 源 回 路 ４ １ ３ は 、 上 述 の 各 構 成 要 素 に そ れ ぞ れ 所 定 の 電 圧 を 供 給 す る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 次 に 、 本 発 明 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 １ ０ ０ を 適 用 可 能 な 電 子 機 器 の 具 体 例 に つ い て 図 １ １
を 参 照 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 ま ず 、 本 発 明 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 １ ０ ０ を 、 可 搬 型 の パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ （ い わ ゆ
る ノ ー ト 型 パ ソ コ ン ） の 表 示 部 に 適 用 し た 例 に つ い て 説 明 す る 。 図 １ １ （ ａ ） は 、 こ の パ
ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ の 構 成 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。 同 図 に 示 す よ う に 、 パ ー ソ ナ ル コ ン ピ
ュ ー タ ７ １ ０ は 、 キ ー ボ ー ド ７ １ １ を 備 え た 本 体 部 ７ １ ２ と 、 本 発 明 に 係 る 液 晶 表 示 パ ネ
ル を 適 用 し た 表 示 部 ７ １ ３ と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 続 い て 、 本 発 明 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 １ ０ ０ を 、 携 帯 電 話 機 の 表 示 部 に 適 用 し た 例 に つ い
て 説 明 す る 。 図 １ １ （ ｂ ） は 、 こ の 携 帯 電 話 機 の 構 成 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。 同 図 に 示 す よ
う に 、 携 帯 電 話 機 ７ ２ ０ は 、 複 数 の 操 作 ボ タ ン ７ ２ １ の ほ か 、 受 話 口 ７ ２ ２ 、 送 話 口 ７ ２
３ と と も に 、 本 発 明 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 １ ０ ０ を 適 用 し た 表 示 部 ７ ２ ４ を 備 え る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 な お 、 本 発 明 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 １ ０ ０ を 適 用 可 能 な 電 子 機 器 と し て は 、 図 １ １ （ ａ ）
に 示 し た パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ や 図 １ １ （ ｂ ） に 示 し た 携 帯 電 話 機 の 他 に も 、 液 晶 テ レ
ビ 、 ビ ュ ー フ ァ イ ン ダ 型 ・ モ ニ タ 直 視 型 の ビ デ オ テ ー プ レ コ ー ダ 、 カ ー ナ ビ ゲ ー シ ョ ン 装
置 、 ペ ー ジ ャ 、 電 子 手 帳 、 電 卓 、 ワ ー ド プ ロ セ ッ サ 、 ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン 、 テ レ ビ 電 話 、
Ｐ Ｏ Ｓ 端 末 、 デ ィ ジ タ ル ス チ ル カ メ ラ な ど が 挙 げ ら れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ７ ３ 】
【 図 １ 】 本 実 施 形 態 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 の 電 極 及 び 配 線 の 構 成 を 示 す 平 面 図 。
【 図 ２ 】 本 実 施 形 態 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 の 断 面 構 成 を 示 す 。
【 図 ３ 】 本 実 施 形 態 に 係 る 素 子 基 板 の 電 極 及 び 配 線 の 構 成 等 を 示 す 平 面 図 。
【 図 ４ 】 本 実 施 形 態 に 係 る カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 の 電 極 の 構 成 を 示 す 。
【 図 ５ 】 本 実 施 形 態 に 係 る 信 号 電 位 Ｖ Ａ 、 Ｖ Ｂ 及 び Ｖ Ａ Ｂ の 波 形 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 縦 ク ロ ス ト ー ク を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 縦 ク ロ ス ト ー ク の 発 生 原 理 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 実 施 形 態 に 係 る 縦 ク ロ ス ト ー ク の 低 減 方 法 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 本 実 施 形 態 に 係 る 縦 ク ロ ス ト ー ク の 低 減 方 法 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 本 発 明 の 液 晶 表 示 装 置 を 適 用 し た 電 子 機 器 の 回 路 ブ ロ ッ ク 図 。
【 図 １ １ 】 本 発 明 の 液 晶 表 示 装 置 を 適 用 し た 電 子 機 器 の 例 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 １ 　 上 側 基 板 、 　 ２ 　 下 側 基 板 、 　 ３ 　 シ ー ル 部 材 、 　 ６ 　 着 色 層 、 　 ７ 　 導 通 部 材 、
　 ８ 　 走 査 電 極 、 　 １ ０ 、 １ ０ ’ 　 画 素 電 極 、 　 ３ １ 　 走 査 線 、 　 ３ ２ 、 ３ ２ ａ 、 ３ ２ ｂ
、 ３ ２ ｃ 　 デ ー タ 線 、 　 ２ １ 　 Ｔ Ｆ Ｄ 素 子 、 　 ９ １ 　 カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 、 　 ９ ２ 　 素 子
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基 板 、 　 １ ０ ０ 　 液 晶 表 示 装 置

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】

(15) JP 2005-284055 A 2005.10.13



フロントページの続き

(72)発明者  原田　長子
            長野県諏訪市大和３丁目３番５号　セイコーエプソン株式会社内
Ｆターム(参考) 2H093 NA16  NA56  NB07  NC11  NC34  NC39  ND15  NE03  NH18 

(16) JP 2005-284055 A 2005.10.13



专利名称(译) 液晶表示装置及び电子机器

公开(公告)号 JP2005284055A 公开(公告)日 2005-10-13

申请号 JP2004099216 申请日 2004-03-30

[标]申请(专利权)人(译) 精工爱普生株式会社

申请(专利权)人(译) 精工爱普生公司

[标]发明人 堀口正寛
田中千浩
原田長子

发明人 堀口 正寛
田中 千浩
原田 長子

IPC分类号 G02F1/133

FI分类号 G02F1/133.550

F-TERM分类号 2H093/NA16 2H093/NA56 2H093/NB07 2H093/NC11 2H093/NC34 2H093/NC39 2H093/ND15 2H093
/NE03 2H093/NH18 2H193/ZA04 2H193/ZA14 2H193/ZD26 2H193/ZP03

代理人(译) 须泽 修

外部链接 Espacenet

摘要(译)

通过相对于寄生电容C1充分增加像素电容Clc来减少垂直串扰。 在二端
子元件型液晶装置中，在彩色滤光片基板上形成有多条扫描线，在元件
基板上形成有多条数据线和像素电极，并且在两块基板之间密封有液
晶。 寄生电容C1出现在每个像素电极和未与其连接的每个相邻信号线之
间，并且像素电容Clc存在于每个像素电极和与其面对的每个信号电极之
间。 当在保持周期Th期间像素电极的电压由于相邻数据线之间的寄生电
容C1所施加的电压Vc而变化时，发生垂直串扰。 因此，电压Vc的上限
被设定为小于电压透射率特性中的施加电压值V（T50）。 即，Vlc ＝ 
{C1 /（Clc + C1）}×Vd ＜V（T50），并且像素电容Clc被设置为充分大
于寄生电容C1。 [选择图]图7

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/4ef7d640-7bcd-4201-bc51-333577e8ff24
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/035182480/publication/JP2005284055A?q=JP2005284055A

